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昭 和 52 年 度 政 府 関 係 機 関 暫 定 予 算

予 算 総 則

第 1章 総 則

(収入支出暫定予算)

第 1条 次に掲げる各政府関係機関の昭和 52年度収入支出暫定予算は、｢甲号収入支出暫定予算｣に掲げるとおりとする。

日 本 専 売 公 社

日 本 国 有 鉄 道

日 本 電 信 電 話 公 社

国 民 金 融 公 庫

住 宅 金 融 公 庫

農 林 漁 業 金 融 公 庫

中 小 企 業 金 融 公 庫

北 海 道 東 北 開 発 公 庫

公 営 企 業 金 融 公 庫

中 小 企 業 信 用 保 険 公 庫

医 療 金 融 公 庫

環 境 衛 生 金 融 公 庫

沖 縄 振 興 開 発 金 融 公 庫

日 本 開 発 銀 行

日 本 輸 出 入 銀 行

(暫定予算の期間)

第 2条 この暫定予算は、昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間に係るものである。

第 2章 日 本 専 売 公 社

(借入金の限度額)

1暫定予算 予算総則



第 3条 ｢日本専売公社法｣第 43条の 14第 2項の規定による短期借入金の限度額は、 232,000,000千円とする。

(流用の制限)

第 4条 日本専売公社がその経費に他の経費の金額を流用する場合において、｢日本専売公社法｣第 43条の 2の規定により大蔵大臣の承認を受けなければなら

ない経費は、交際費に要する経費とする。

第 3章 日 本 国 有 鉄 道

(借入金等の限度額)

第 5条 ｢日本国有鉄道法｣第 42条の 2第 2項の規定による長期借入金、短期借入金又は鉄道債券の限度額は、次に掲げるとおりとする。

借 入 金 等 限 度 額

長期借入金及び鉄道債券

イ 長期借入金 11,500,000千円

ロ 政府引受債及び政府保証債以外の鉄道債券 5,000,000

短 期 借 入 金 100,000,000

2 前項に規定する鉄道債券の発行価格が額面金額を下回るときは、その発行価格差減額をうめるため必要な金額を同項の限度額に加算した金額を限度額と

する。

(流用の制限)

第 6条 日本国有鉄道がその経費に他の経費の金額を流用する場合において、｢日本国有鉄道法｣第 39条の 14第 2項の規定により運輸大臣の承認を受けなけ

ればならない経費は、交際費に要する経費とする。

2 前項に規定するもののほか、｢日本国有鉄道法｣第 39条の 14第 2項の規定により日本国有鉄道が運輸大臣の承認を受けなければならない経費は、工事勘

定のうち総係費以外の経費の金額を他の経費に流用する場合におけるこれらの経費とする。

第 4章 日 本 電 信 電 話 公 社

(借入金等の限度額)

2 暫定予算 予算総則



第 7条 ｢日本電信電話公社法｣第 62条第 2項の規定による電信電話債券又は一時借入金の限度額は、次に掲げるとおりとする。

債 券 等 限 度 額

電信電話債券

｢電信電話設備の拡充のための暫定措置に関する法律｣第 2条から第 8条までの規定による
引受け又は受益者の引受けにより発行するもの 15,000,000千円

一 時 借 入 金 380,000,000

2 前項に規定する電信電話債券の発行価格が額面金額を下回るときは、その発行価格差減額をうめるため必要な金額を同項の限度額に加算した金額を限度

額とする。

(流用の制限)

第 8条 日本電信電話公社がその経費に他の経費の金額を流用する場合において、｢日本電信電話公社法｣第 53条第 2項の規定により郵政大臣の承認を受けな

ければならない経費は、交際費に要する経費とする。

2 前項に規定するもののほか、｢日本電信電話公社法｣第 53条第 2項の規定により日本電信電話公社が郵政大臣の承認を受けなければならない経費は、建設

勘定のうち総係費以外の経費の金額を他の経費に流用する場合におけるこれらの経費とする。

第 5章 国民金融公庫、住宅金融公庫、農林漁業金融公庫、中小企業金融公庫、北海道東北開発公庫、公営企業金融公庫、中小企業信用保険公庫、医療

金融公庫、環境衛生金融公庫、沖縄振興開発金融公庫、日本開発銀行及び日本輸出入銀行

(借入金等の限度額)

第 9条 次の表の左欄に掲げる各公庫の｢公庫の予算及び決算に関する法律｣第 5条第 2項第 1号及び第 2号の規定による借入金又は債券の限度額は、それぞ

れ右欄に掲げるとおりとする。

公 庫 限 度 額

国 民 金 融 公 庫 借 入 金 20,400,000千円

農 林 漁 業 金 融 公 庫 借 入 金 14,500,000

中 小 企 業 金 融 公 庫 借 入 金 13,000,000

公 営 企 業 金 融 公 庫 縁故者引受けにより発行する公営企業債券 12,000,000

2 前項に規定する公営企業債券の発行価格が額面金額を下回るときは、その発行価格差減額をうめるため必要な金額を同項の限度額に加算した金額を限度

額とする。

3暫定予算 予算総則



(保険契約等の限度額)

第 10条 次の表の左欄に掲げる各公庫の中欄に掲げる法律の規定による金額の限度は、それぞれ右欄に掲げるとおりとする。

公 庫 根 拠 規 定 限 度 額

住 宅 金 融 公 庫 ｢住宅融資保険法｣第 6条 保険価額の総額 8,800,000千円

中小企業信用保険公庫 ｢中小企業信用保険公庫法｣第 18条第 2項 保険価額の総額 295,000,000

貸付金の総額 100,000

(流用の制限)

第 11条 日本開発銀行又は日本輸出入銀行がその経費の金額を相互に流用し、又はその経費と他の経費との間にその金額を相互に流用する場合において、

｢日本開発銀行法｣第 31条第 1項又は｢日本輸出入銀行法｣第 33条第 1項の規定により、大蔵大臣の承認を受けなければならない経費は、次に掲げるとおりと

する。

( 1 ) 役職員に対して支給する給与に要する経費

( 2 ) 交際費に要する経費

4 暫定予算 予算総則



甲号 収入支出暫定予算

政 府 関 係 機 関
収 入 支 出

項 金 額 (千円) 項 金 額 (千円)

日 本 専 売 公 社 た ば こ 事 業 収 入 75,901,186 給 与 其 他 諸 費 52,099

塩 事 業 収 入 3,559,232 た ば こ 事 業 費 14,862,487

共 通 収 入 92,761 塩 事 業 費 3,502,483

共 通 費 424,079

支 払 利 子 866,507

合 計 79,553,179 合 計 19,707,655

日 本 国 有 鉄 道

損 益 勘 定 運 輸 収 入 104,923,000 給 与 其 他 諸 費 140,865,126

雑 収 入 3,685,000 営 業 費 14,803,383

資 本 勘 定 よ り 受 入 1,000,000 保 守 費 14,747,395

管 理 共 通 費 3,201,398

受 託 工 事 費 400,000

利 子 及 債 務 取 扱 諸 費 7,348

合 計 109,608,000 合 計 174,024,650

資 本 勘 定 資 産 充 当 1,000,000 損 益 勘 定 へ 繰 入 1,000,000

鉄 道 債 券 及 借 入 金 16,500,000 工 事 勘 定 へ 繰 入 16,500,000

合 計 17,500,000 合 計 17,500,000

工 事 勘 定 資 本 勘 定 よ り 受 入 16,500,000 基 幹 施 設 増 強 費 2,211,000
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政 府 関 係 機 関
収 入 支 出

項 金 額 (千円) 項 金 額 (千円)

一 般 施 設 取 替 改 良 費 2,278,000

車 両 費 1,155,358

東 北 新 幹 線 等 建 設 費 5,805,000

総 係 費 5,050,642

合 計 16,500,000 合 計 16,500,000

日 本 電 信 電 話 公 社

損 益 勘 定 電 信 収 入 3,522,000 給 与 其 他 諸 費 6,848,509

電 話 収 入 136,802,000 営 業 費 12,200,868

専 用 収 入 6,526,000 保 守 費 7,213,562

雑 収 入 2,481,000 管 理 共 通 費 4,773,624

受 託 業 務 費 64,650

利 子 及 債 務 取 扱 諸 費 15,915,533

資 本 勘 定 へ 繰 入 102,314,254

合 計 149,331,000 合 計 149,331,000

資 本 勘 定 損 益 勘 定 よ り 受 入 102,314,254 債 券 及 借 入 金 等 償 還 379,148,254

設 備 料 7,973,000 建 設 勘 定 へ 繰 入 74,100,000

電 信 電 話 債 券 及 借 入 金 12,861,000

合 計 123,148,254 合 計 453,248,254

建 設 勘 定 資 本 勘 定 よ り 受 入 74,100,000 電 信 電 話 施 設 費 64,303,551

局 舎 建 設 費 8,064,150

総 係 費 1,732,299

合 計 74,100,000 合 計 74,100,000
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政 府 関 係 機 関
収 入 支 出

款 項 金 額(千円) 項 金 額(千円)

国 民 金 融 公 庫 事 業 益 金 9,176,671 事 業 損 金 2,381,569

事 業 益 金 9,176,671

雑 収 入 586,285

運 用 収 入 29,342

雑 収 入 556,943

合 計 9,762,956 合 計 2,381,569

住 宅 金 融 公 庫 事 業 益 金 12,562,728 事 業 損 金 535,314

事 業 益 金 12,562,728 保 険 金 55,623

住宅融資保険料収入 40,614

住宅融資保険料収入 40,614

雑 収 入 75,676

運 用 収 入 68,500

雑 収 入 7,176

合 計 12,679,018 合 計 590,937

農 林 漁 業 金 融 公 庫 事 業 益 金 2,187,587 事 業 損 金 352,926

事 業 益 金 2,187,587

雑 収 入 11,299

運 用 収 入 7,050

雑 収 入 4,249

合 計 2,198,886 合 計 352,926

中 小 企 業 金 融 公 庫 事 業 益 金 7,676,508 事 業 損 金 582,512

7甲号 収入支出暫定予算



政 府 関 係 機 関
収 入 支 出

款 項 金 額(千円) 項 金 額(千円)

事 業 益 金 7,676,508

雑 収 入 14,904

運 用 収 入 7,212

雑 収 入 7,692

合 計 7,691,412 合 計 582,512

北 海 道 東 北 開 発 公 庫 事 業 益 金 1,663,862 事 業 損 金 121,916

事 業 益 金 1,663,862

雑 収 入 4,701

運 用 収 入 4,050

雑 収 入 651

合 計 1,668,563 合 計 121,916

公 営 企 業 金 融 公 庫 事 業 益 金 100 事 業 損 金 48,580

事 業 益 金 100

雑 収 入 37,107

運 用 収 入 36,661

雑 収 入 446

合 計 37,207 合 計 48,580

中 小 企 業 信 用 保 険 公 庫 事 業 益 金 153 事 業 損 金 119,143

事 業 益 金 153 保 険 金 3,245,842

保 険 料 収 入 462,197

保 険 料 収 入 462,197

8 甲号 収入支出暫定予算



政 府 関 係 機 関
収 入 支 出

款 項 金 額(千円) 項 金 額(千円)

回 収 金 963,689

回 収 金 963,689

雑 収 入 1,074

雑 収 入 1,074

合 計 1,427,113 合 計 3,364,985

医 療 金 融 公 庫 事 業 益 金 1,147,394 事 業 損 金 109,390

事 業 益 金 1,147,394

雑 収 入 4,015

運 用 収 入 3,575

雑 収 入 440

合 計 1,151,409 合 計 109,390

環 境 衛 生 金 融 公 庫 事 業 益 金 1,465,497 事 業 損 金 564,297

事 業 益 金 1,465,497

雑 収 入 4,377

運 用 収 入 40

雑 収 入 4,337

合 計 1,469,874 合 計 564,297

沖 縄 振 興 開 発 金 融 公 庫 事 業 益 金 524,000 事 業 損 金 14,243

事 業 益 金 524,000

雑 収 入 18,138

運 用 収 入 18,123

9甲号 収入支出暫定予算



政 府 関 係 機 関
収 入 支 出

款 項 金 額(千円) 項 金 額(千円)

雑 収 入 15

合 計 542,138 合 計 14,243

日 本 開 発 銀 行 事 業 益 金 9,085,826 事 業 損 金 1,620,784

事 業 益 金 9,085,826

雑 収 入 20,945

運 用 収 入 14,420

雑 収 入 6,525

合 計 9,106,771 合 計 1,620,784

日 本 輸 出 入 銀 行 事 業 益 金 9,764,574 事 業 損 金 214,865

事 業 益 金 9,764,574

雑 収 入 24,614

運 用 収 入 22,504

雑 収 入 2,110

合 計 9,789,188 合 計 214,865

10 甲号 収入支出暫定予算
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昭 和 52 年 度 1010 日 本 専 売 公 社

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 79,553,179

２ 支 出 19,707,655

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

項別区分並びに各項の見積の事由及び計算の基礎

項 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

01 た ば こ 事 業 収 入 75,901,186 1 製造たばこ売払代

最近までの販売実績を基礎とし、販売本数、単価等を見込んで算出

2 雑収入

最近の実績額を基礎として算出

02 塩 事 業 収 入 3,559,232 1 塩売払代

最近までの一般用塩及びソーダ用塩の消費実績を基礎とし、売払数量を見込んで算出

2 雑収入

最近の実績額を基礎として算出

11日本専売公社
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項 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

03 共 通 収 入 92,761 1 診療収入

最近の診療収入実績を基礎として算出

2 雑収入

最近の実績額を基礎として算出

支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 給与其他諸費 給 与 そ の 他 諸 費 52,099 退職手当

02 たばこ事業費 製造たばこの販売に必要
な経費

873,246 製造たばこの販売に要する回送保管費、業務費等

たばこの試験研究に必要
な経費

50,635 たばこに関する試験研究費

葉たばこの調達に必要な
経費

6,067,776 1 葉たばこの購入費並びに葉たばこの購入に要する回送保管費及び貯蔵品費

2 葉たばこの耕作指導及び購入に要する業務費等

葉たばこの加工に必要な
経費

1,146,540 葉たばこの再乾燥作業、シートたばこの製造等に要する材料品費、回送保管費、貯蔵品
費、業務費等

製造たばこの製造に必要
な経費

6,724,290 製造たばこの製造等に要する材料品費、巻紙費、回送保管費、貯蔵品費、業務費等

03 塩 事 業 費 塩の購入に必要な経費 7,073 塩の生産指導及び購入に要する業務費等

塩の販売に必要な経費 541,869 塩の販売に要する回送保管費、業務費等

塩の試験研究に必要な経
費

2,224 塩に関する試験研究費
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項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

塩の購入加工に必要な経
費

2,951,317 1 国内塩及び輸入塩の購入費

2 精製塩等の部外加工費等

04 共 通 費 専売事業の統括管理に必
要な経費

353,016 たばこ事業及び塩事業の統括管理に要する事務費等

診 療 に 必 要 な 経 費 64,511 病院の管理費及び診療費

専売取締りに必要な経費 6,552 たばこ事業及び塩事業の専売取締りに要する事務費等

07 支 払 利 子 利子の支払に必要な経費 866,507 借入金に対する利子

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

01 た ば こ 事 業 収 入 75,901,186

02 塩 事 業 収 入 3,559,232

03 共 通 収 入 92,761

収 入 合 計 79,553,179

支 出

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

01 給 与 其 他 諸 費 52,099

02 た ば こ 事 業 費 14,862,487

03 塩 事 業 費 3,502,483

04 共 通 費 424,079

07 支 払 利 子 866,507

支 出 合 計 19,707,655

13日本専売公社
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日 本 専 売 公 社

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

1 た ば こ 事 業

( 1 ) 葉たばこの購入高

種 類 数 量 単 価(円) 金 額(千円) 備 考

外 国 葉
千kg

3,541
1kg当 余

1,497 5,303,247

( 2 ) 製造たばこの製造高及び購入高

種 類 製造及び購入本数 備 考

国 内 生 産

フ ィ ル タ ー 付
百万本

12,090

両 切
百万本

270

刻
千kg

10

パ イ プ
千kg

10
国内生産小計及び合計の計
算に当つては、｢刻｣及び
｢パイプ｣については、 1ｇ
を 1本として計算した。次
の｢( 3 )製造たばこの売払
高｣の表においても同様で
ある。

葉 巻 外
千本

1,780

国 内 生 産 小 計 外
12,380百万本

1,780千本

輸 入 品
百万本

150

合 計 外
12,530百万本

1,780千本

( 3 ) 製造たばこの売払高

種 類 売 払 数 量 単 価 10本当
10ｇ当( )(円) 金 額(千円)

国 内 販 売

フ ィ ル タ ー 付
百万本

11,960
余

67.47
80,705,000

両 切
百万本

315
余

48.17
1,517,500

刻
千kg

15 30.00
45,000

小 計
百万本

12,290
余

66.93
82,267,500

パ イ プ
千kg

6
余

71.66
43,000

葉 巻 外
千本

1,775
(1本当) 余

29.44
52,263

輸 入 品
百万本

130 135.00
1,755,000

合 計 外
12,426百万本

1,775千本
84,117,763

販 売 手 数 料 △ 8,364,778

差引国内売払代 75,752,985

輸 出

フ ィ ル タ ー 付
百万本

35 25.00
87,500

両 切
百万本

1 25.00
2,500

輸 入 品
百万本

8 30.00
24,000

計
百万本

44
114,000

売 払 高 合 計 外
12,470百万本

1,775千本
75,866,985
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2 塩 事 業

塩の購入高及び売払高

区 分 数 量 単 価(円) 金 額(千円)

購 入 高
t

346,396
1t当 余

7,799
2,701,827

売 払 高 344,360
余

10,335 3,558,981

15日本専売公社
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3 収入支出暫定予算予定額内訳

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

01 た ば こ 事 業 収 入 75,901,186

製 造 た ば こ 売 払 代 75,866,985

雑 収 入 34,201

02 塩 事 業 収 入 3,559,232

塩 売 払 代 3,558,981

雑 収 入 251

03 共 通 収 入 92,761

診 療 収 入 65,315

雑 収 入 27,446

収 入 合 計 79,553,179

支 出

01 給 与 其 他 諸 費 52,099

11 諸 手 当 52,099

02 た ば こ 事 業 費 14,862,487

(販 売 費) 873,246

12 旅 費 25,497

13 業 務 費 306,674

13 回 送 保 管 費 541,075

(試 験 研 究 費) 50,635

12 旅 費 1,852

13 試 験 研 究 費 48,783

(葉 た ば こ 調 達 費) 6,067,776

23 葉 た ば こ 購 入 費 5,303,247

12 旅 費 45,781

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

13 業 務 費 180,637

13 回 送 保 管 費 497,442

23 貯 蔵 品 費 40,669

(葉 た ば こ 加 工 費) 1,146,540

12 旅 費 4,035

13 業 務 費 218,563

13 回 送 保 管 費 630,921

23 材 料 品 費 212,604

23 貯 蔵 品 費 80,417

(た ば こ 製 造 費) 6,724,290

12 旅 費 11,963

13 業 務 費 643,217

13 回 送 保 管 費 264,307

23 巻 紙 費 291,255

23 材 料 品 費 4,451,703

23 貯 蔵 品 費 530,297

23 製 造 た ば こ 購 入 費 531,548

03 塩 事 業 費 3,502,483

(購 入 費) 7,073

12 旅 費 2,426

13 業 務 費 4,647

(販 売 費) 541,869

12 旅 費 3,632

13 業 務 費 9,283

13 回 送 保 管 費 528,954
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科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

(試 験 研 究 費) 2,224

12 旅 費 108

13 試 験 研 究 費 2,116

(塩 購 入 加 工 費) 2,951,317

23 塩 購 入 費 2,701,827

13 荷 役 費 41,800

13 包 装 費 29,440

13 部 外 加 工 費 178,250

04 共 通 費 424,079

(管 理 費) 353,016

12 旅 費 55,075

13 事 務 費 295,761

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

33 諸 税 公 課 1,531

19 交 際 費 129

99 賠 償 及 償 還 金 520

(診 療 諸 費) 64,511

12 旅 費 1,262

13 診 療 費 63,249

(行 政 費) 6,552

12 旅 費 3,775

13 事 務 費 2,777

07 支 払 利 子

99 支 払 利 子 866,507

支 出 合 計 19,707,655
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日 本 専 売 公 社

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 資 金 計 画

支 出

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(円)

前 年 度 未 払 金 支 出 287,352,197

本 年 度 支 出 19,420,302,803

借 入 金 償 還

長 期 借 入 金 333,000,000,000

計 352,707,655,000

翌 日 へ の 繰 越 金 8,926,377,529

合 計 361,634,032,529

収 入

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(円)

前 年 度 売 掛 金 及 び 未 収 金 収 入 7,434,852,654

本 年 度 収 入 71,675,258,057

借 入 金

短 期 借 入 金 173,000,000,000

計 252,110,110,711

前 年 度 よ り の 繰 越 金 109,523,921,818

合 計 361,634,032,529
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昭 和 52 年 度 1020 日 本 国 有 鉄 道

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

1021 損 益 勘 定

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 109,608,000

２ 支 出 174,024,650

収入不足額 64,416,650千円については、｢日本国有鉄道法｣第 42条の 2第 1項の規定による短期借入金の借入れをする予定である。

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

項別区分並びに各項の見積の事由及び計算の基礎

項 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

01 運 輸 収 入 104,923,000 旅客収入及び貨物収入について輸送量及び収入の最近までの実績及び今後の傾向を勘案して算出

02 雑 収 入 3,685,000 1 運輸雑収入、病院収入及び雑収入

最近までの実績及び今後の傾向を勘案して算出

2 受託工事収入

外部からの委託を受けて実施する工事に係る収入見込額を計上

04 資 本 勘 定 よ り 受 入 1,000,000 利子及債務取扱諸費等の資金の一部としての資本勘定からの受入見込額を計上
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支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 給与其他諸費 給 与 そ の 他 諸 費 140,865,126 退職手当等

02 営 業 費 営 業 費 14,803,383 輸送業務に係る動力費、物品費、役務費等

03 保 守 費 保 守 費 14,747,395 施設及び車両等の保守費

04 管 理 共 通 費 管 理 共 通 費 3,201,398 管理部門及び鉄道技術研究所等における事務費、試験研究費等

05 受 託 工 事 費 受 託 工 事 費 400,000 外部からの委託を受けて実施する工事費

06 利子及債務取扱
諸費

利子及び債務取扱諸費 7,348 鉄道債券の発行手数料等

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

01 運 輸 収 入 104,923,000

02 雑 収 入 3,685,000

04 資 本 勘 定 よ り 受 入 1,000,000

収 入 合 計 109,608,000

支 出

01 給 与 其 他 諸 費 140,865,126

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

02 営 業 費 14,803,383

03 保 守 費 14,747,395

04 管 理 共 通 費 3,201,398

05 受 託 工 事 費 400,000

06 利子及債務取扱諸費 7,348

支 出 合 計 174,024,650
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1022 資 本 勘 定

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 17,500,000

２ 支 出 17,500,000

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

項別区分並びに各項の見積の事由及び計算の基礎

項 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

02 資 産 充 当 1,000,000 不用施設等を売却することによる収入見込額を計上

03 鉄 道 債 券 及 借 入 金 16,500,000 鉄道債券の発行及び資金運用部資金からの借入れによる収入見込額を計上

支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

04 損益勘定へ繰入 損 益 勘 定 へ 繰 入 1,000,000 利子及債務取扱諸費等の資金の一部としての損益勘定への繰入れ

02 工事勘定へ繰入 工 事 勘 定 へ 繰 入 16,500,000 工事の資金としての工事勘定への繰入れ
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収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

02 資 産 充 当 1,000,000

03 鉄 道 債 券 及 借 入 金 16,500,000

収 入 合 計 17,500,000

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

支 出

04 損 益 勘 定 へ 繰 入 1,000,000

02 工 事 勘 定 へ 繰 入 16,500,000

支 出 合 計 17,500,000
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1023 工 事 勘 定

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 16,500,000

２ 支 出 16,500,000

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

項の区分並びにその見積の事由及び計算の基礎

項 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

01 資 本 勘 定 よ り 受 入 16,500,000 工事の資金としての資本勘定からの受入見込額を計上

支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 基幹施設増強費 基 幹 施 設 増 強 費 2,211,000 基幹施設の増強工事費

05 一般施設取替改
良費

一般施設取替改良費 2,278,000 一般諸施設の取替改良工事費

02 車 両 費 車 両 費 1,155,358 車両の新造費
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項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

06 東北新幹線等建
設費

東北新幹線等建設費 5,805,000 東北新幹線等の建設工事費

04 総 係 費 総 係 費 5,050,642 工事等の調査、計画、監督等に係る人件費、事務費等

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

01 資 本 勘 定 よ り 受 入 16,500,000

支 出

01 基 幹 施 設 増 強 費 2,211,000

05 一般施設取替改良費 2,278,000

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

02 車 両 費 1,155,358

06 東北新幹線等建設費 5,805,000

04 総 係 費 5,050,642

支 出 合 計 16,500,000
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日 本 国 有 鉄 道

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

1 輸 送 計 画

( 1 ) 鉄 道 輸 送 量

区 分 昭和52年度暫定予算予定

旅 客 輸 送 人 員 285,350千人

貨 物 輸 送 ト ン 数 5,618千トン

( 2 ) 列 車 計 画

区 分 昭和52年度暫定予算予定

旅 客 列 車 23,090千km

貨 物 列 車 7,770千km

2 収入支出暫定予算予定額内訳

( 1 ) 損 益 勘 定

収 入

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

01 運 輸 収 入 104,923,000

旅 客 収 入 90,087,000

貨 物 収 入 14,836,000

02 雑 収 入 3,685,000

運 輸 雑 収 入 2,443,000

病 院 収 入 451,000

雑 収 入 391,000

受 託 工 事 収 入 400,000

04 資 本 勘 定 よ り 受 入

資 本 勘 定 よ り 受 入 1,000,000

支 出

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

01 給 与 其 他 諸 費

11 諸 手 当 140,865,126

02 営 業 費 14,803,383

12 旅 費 747,944

13 賃 金 148,356

13 役 務 費 1,238,166

13 物 品 費 1,043,587

13 動 力 費 6,660,770

15 業 務 委 託 費 4,964,560

03 保 守 費 14,747,395

12 旅 費 218,438
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収 入

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

合 計 109,608,000

支 出

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

13 賃 金 102,994

13 役 務 費 404,197

13 物 品 費 200,582

13 保 守 工 事 費 13,821,184

04 管 理 共 通 費 3,201,398

12 旅 費 254,725

13 賃 金 25,589

13 役 務 費 847,306

13 物 品 費 634,078

13 在 外 事 務 費 6,688

19 交 際 費 129

33 諸 税 公 課 193,781

99 賠 償 金 及 払 戻 金 1,239,102

05 受 託 工 事 費

24 受 託 工 事 費 400,000

06 利 子 及 債 務 取 扱 諸 費

99 利 子 及 債 務 取 扱 諸 費 7,348

合 計 174,024,650
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( 2 ) 資 本 勘 定

収 入

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

02 資 産 充 当

不 用 施 設 等 売 却 収 入 1,000,000

03 鉄 道 債 券 及 借 入 金

鉄 道 債 券 及 借 入 金 16,500,000

合 計 17,500,000

支 出

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

04 損 益 勘 定 へ 繰 入

36 損 益 勘 定 へ 繰 入 1,000,000

02 工 事 勘 定 へ 繰 入

36 工 事 勘 定 へ 繰 入 16,500,000

合 計 17,500,000

( 3 ) 工 事 勘 定

収 入

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

01 資 本 勘 定 よ り 受 入

資 本 勘 定 よ り 受 入 16,500,000

支 出

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

01 基 幹 施 設 増 強 費 2,211,000

24 電 化 設 備 費 290,000

24 線 路 増 設 費 1,246,000

24 停 車 場 設 備 費 660,000

24 パ イ プ ラ イ ン 設 備 費 2,000

24 電 力 設 備 費 13,000

05 一 般 施 設 取 替 改 良 費 2,278,000

24 電 気 設 備 費 70,000

24 線 路 改 良 費 361,000

24 防 災 設 備 費 325,000

24 駅 施 設 費 329,000

24 管 理 施 設 費 351,000

24 通 信 設 備 費 63,000

24 信 号 保 安 設 備 費 175,000
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収 入

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

支 出

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

24 機 械 設 備 費 211,000

24 車 両 工 場 費 155,000

24 船 舶 費 8,000

24 自 動 車 費 38,000

24 自 動 車 線 設 備 費 11,000

24 踏 切 改 良 費 181,000

02 車 両 費

24 車 両 費 1,155,358

06 東 北 新 幹 線 等 建 設 費

24 建 設 工 事 費 5,805,000

04 総 係 費 5,050,642

(基 幹 施 設 増 強 等) 3,505,677

21 諸 手 当 3,030,159

22 旅 費 146,455

23 賃 金 69,427

23 役 務 費 129,369

23 物 品 費 82,059

99 賠 償 金 698

23 保 守 工 事 費 47,510

(東 北 新 幹 線 等 建 設) 1,544,965

21 諸 手 当 1,326,658

22 旅 費 64,495

23 賃 金 30,574

23 役 務 費 56,973
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収 入

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

合 計 16,500,000

支 出

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

23 物 品 費 45,036

99 賠 償 金 307

23 保 守 工 事 費 20,922

合 計 16,500,000
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日 本 国 有 鉄 道

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 資 金 計 画

支 出

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(円)

損 益 勘 定 251,341,538,121

工 事 勘 定 72,584,429,267

計 323,925,967,388

翌 日 へ の 繰 越 金 63,934,482,613

合 計 387,860,450,001

収 入

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(円)

事 業 収 入 153,595,053,568

不 用 施 設 等 売 却 収 入 1,000,000,000

鉄 道 債 券 及 借 入 金 16,500,000,000

短 期 借 入 金 64,416,650,000

計 235,511,703,568

前 年 度 よ り の 繰 越 金 152,348,746,433

合 計 387,860,450,001
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昭 和 52 年 度 1030 日 本 電 信 電 話 公 社

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

1031 損 益 勘 定

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 149,331,000

２ 支 出 149,331,000

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

項別区分並びに各項の見積の事由及び計算の基礎

項 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

01 電 信 収 入 3,522,000 最近までの収入動向及び電信施設数を勘案して算出

02 電 話 収 入 136,802,000 最近までの収入動向及び電話施設数並びに電話使用料に係る経過措置の終了を勘案して収入見込

額を算出

03 専 用 収 入 6,526,000 最近までの収入動向、専用施設数及びデータ通信施設数を勘案して算出
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項 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

04 雑 収 入 2,481,000 1 広告収入、病院等収入及び雑収

最近実績額を基礎として算出

2 受託業務収入

外部からの委託を受けて実施する業務に係る収入見込額を計上

支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 給与其他諸費 給 与 そ の 他 諸 費 6,848,509 退職手当等

02 営 業 費 営 業 費 12,200,868 電報の伝送及び配達、電話の営業事務及び交換等に要する経費並びにこれらの業務の一
部を郵政省等に委託する経費

03 保 守 費 保 守 費 7,213,562 電信電話施設の保守費

04 管 理 共 通 費 管 理 共 通 費 4,773,624 管理部門及び研究所等における事務費、試験研究費等

05 受 託 業 務 費 受 託 業 務 費 64,650 外部からの委託を受けて実施する業務費

06 利子及債務取扱
諸費

利子及び債務取扱諸費 15,915,533 電信電話債券等の利子、電信電話債券の発行手数料等

07 資本勘定へ繰入 資 本 勘 定 へ 繰 入 102,314,254 債券及借入金等償還及び建設勘定へ繰入の資金としての資本勘定への繰入れ
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収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

01 電 信 収 入 3,522,000

02 電 話 収 入 136,802,000

03 専 用 収 入 6,526,000

04 雑 収 入 2,481,000

収 入 合 計 149,331,000

支 出

01 給 与 其 他 諸 費 6,848,509

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

02 営 業 費 12,200,868

03 保 守 費 7,213,562

04 管 理 共 通 費 4,773,624

05 受 託 業 務 費 64,650

06 利子及債務取扱諸費 15,915,533

07 資 本 勘 定 へ 繰 入 102,314,254

支 出 合 計 149,331,000

33日本電信電話公社 損益勘定

電

電



1032 資 本 勘 定

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 123,148,254

２ 支 出 453,248,254

収入不足額 330,100,000千円については、｢日本電信電話公社法｣第 62条第 1項の規定による一時借入金の借入れをする予定である。

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

項別区分並びに各項の見積の事由及び計算の基礎

項 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

01 損 益 勘 定 よ り 受 入 102,314,254 債券及借入金等償還及び建設勘定へ繰入の資金として損益勘定からの受入見込額を計上

03 設 備 料 7,973,000 電話架設等の際に受け入れる設備料等の収入を、施設の増加等に基づき算出

04 電 信 電 話 債 券 及 借 入 金 12,861,000 建設改良等の資金に充てるため、電信電話債券を発行することによる収入見込額を計上
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支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 債券及借入金等
償還

債券及び借入金等償還 379,148,254 電信電話債券及び借入金の償還金並びに｢電話設備費負担臨時措置法｣に基づいて受け入
れた電話設備負担金の加入の廃止に伴う還付金

02 建設勘定へ繰入 建 設 勘 定 へ 繰 入 74,100,000 建設改良等のための資金としての建設勘定への繰入れ

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

01 損 益 勘 定 よ り 受 入 102,314,254

03 設 備 料 7,973,000

04 電信電話債券及借入金 12,861,000

収 入 合 計 123,148,254

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

支 出

01 債券及借入金等償還 379,148,254

02 建 設 勘 定 へ 繰 入 74,100,000

支 出 合 計 453,248,254
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1033 建 設 勘 定

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 74,100,000

２ 支 出 74,100,000

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

項の区分並びにその見積の事由及び計算の基礎

項 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

01 資 本 勘 定 よ り 受 入 74,100,000 建設改良等の資金として資本勘定からの受入見込額を計上

支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 電信電話施設費 電 信 電 話 施 設 費 64,303,551 電信電話施設の整備費

02 局 舎 建 設 費 局 舎 建 設 費 8,064,150 局舎の整備費

04 総 係 費 総 係 費 1,732,299 電信電話施設、局舎の各種施設を整備するための事務費等
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収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

01 資 本 勘 定 よ り 受 入 74,100,000

支 出

01 電 信 電 話 施 設 費 64,303,551

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

02 局 舎 建 設 費 8,064,150

04 総 係 費 1,732,299

支 出 合 計 74,100,000
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日 本 電 信 電 話 公 社

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

1 電信電話施設の建設計画

区 分 昭和52年度暫定予算予定

( 1 ) 一 般 加 入 電 話 88,000加入

( 2 ) ビ ル 電 話 1,600加入

( 3 ) 地 域 集 団 電 話 160加入

( 4 ) 公 衆 電 話 2,000個

2 収入支出暫定予算予定額内訳

( 1 ) 損 益 勘 定

収 入

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

01 電 信 収 入 3,522,000

電 報 料 1,422,000

加 入 電 信 料 2,004,000

電 信 雑 収 96,000

02 電 話 収 入 136,802,000

電 話 使 用 料 37,725,000

通 話 料 89,731,000

臨 時 電 話 料 1,159,000

公 衆 電 話 料 6,353,000

電 話 雑 収 1,834,000

支 出

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

01 給 与 其 他 諸 費

11 諸 手 当 6,848,509

02 営 業 費 12,200,868

12 旅 費 134,317

13 庁 費 4,767,779

13 貯 蔵 品 割 掛 費 7,474

15 業 務 委 託 費 7,291,298

03 保 守 費 7,213,562

12 旅 費 393,735

13 庁 費 6,752,099
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収 入

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

03 専 用 収 入 6,526,000

一 般 専 用 料 2,785,000

デ ー タ 通 信 料 3,741,000

04 雑 収 入 2,481,000

広 告 収 入 1,765,000

病 院 等 収 入 256,000

雑 収 402,000

受 託 業 務 収 入 58,000

合 計 149,331,000

支 出

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

13 貯 蔵 品 割 掛 費 5,433

13 諸 経 費 62,295

04 管 理 共 通 費 4,773,624

19 諸 謝 金 1,345

12 旅 費 460,391

13 庁 費 4,280,491

13 貯 蔵 品 割 掛 費 1,302

19 交 際 費 129

13 諸 経 費 29,966

05 受 託 業 務 費 64,650

12 旅 費 6,756

13 庁 費 57,352

13 貯 蔵 品 割 掛 費 542

06 利 子 及 債 務 取 扱 諸 費

99 利 子 及 び 債 務 取 扱 諸 費 15,915,533

07 資 本 勘 定 へ 繰 入

36 資 本 勘 定 へ 繰 入 102,314,254

合 計 149,331,000

( 2 ) 資 本 勘 定

収 入

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

01 損 益 勘 定 よ り 受 入

損 益 勘 定 よ り 受 入 102,314,254

03 設 備 料

支 出

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

01 債 券 及 借 入 金 等 償 還

99 債 券 及 び 借 入 金 等 償 還 金 379,148,254

02 建 設 勘 定 へ 繰 入
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収 入

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

設 備 料 7,973,000

04 電 信 電 話 債 券 及 借 入 金

電 信 電 話 債 券 及 借 入 金 12,861,000

合 計 123,148,254

支 出

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

36 建 設 勘 定 へ 繰 入 74,100,000

合 計 453,248,254

( 3 ) 建 設 勘 定

収 入

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

01 資 本 勘 定 よ り 受 入

資 本 勘 定 よ り 受 入 74,100,000

合 計 74,100,000

支 出

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(千円)

01 電 信 電 話 施 設 費 64,303,551

22 旅 費 1,086,415

23 庁 費 33,557,063

23 貯 蔵 品 割 掛 費 288,501

24 請 負 費 27,490,581

23 諸 経 費 1,880,991

02 局 舎 建 設 費 8,064,150

22 旅 費 40,322

23 庁 費 200,795

24 請 負 費 7,744,810

23 諸 経 費 78,223

04 総 係 費 1,732,299

21 諸 手 当 813,268

22 旅 費 218,781

23 庁 費 697,427

23 貯 蔵 品 割 掛 費 2,776

23 諸 経 費 47

合 計 74,100,000
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日 本 電 信 電 話 公 社

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 資 金 計 画

支 出

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(円)

損 益 勘 定 46,264,445,000

資 本 勘 定 379,148,254,000

建 設 勘 定 41,370,171,000

中 間 勘 定

貯 蔵 品 割 掛 勘 定 306,028,000

貯 蔵 品 購 買 費 33,176,102,000

計 500,265,000,000

翌 日 へ の 繰 越 金 77,971,487,122

合 計 578,236,487,122

収 入

区 分 昭和52年度暫定予算予定額(円)

事 業 収 入 金 149,331,000,000

設 備 料 7,973,000,000

電 信 電 話 債 券 及 借 入 金 12,861,000,000

一 時 借 入 金 330,100,000,000

計 500,265,000,000

前 年 度 よ り の 繰 越 金 77,971,487,122

合 計 578,236,487,122
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昭 和 52 年 度 2010 国 民 金 融 公 庫

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 9,762,956

２ 支 出 2,381,569

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

款・項・目別区分並びに各目の見積の事由及び計算の基礎

款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 9,176,671 貸付金残高を基礎として利息の収入見込額を算出

0200-00 雑 収 入 586,285

0202-00 運 用 収 入

0202-01 運 用 収 入 29,342 有価証券の運用による利息収入等の収入見込額を計上

0203-00 雑 収 入 556,943

0203-02 労働保険料被保険者
負担金

7,402 労働保険料の被保険者負担金の収入見込額を計上

43国民金融公庫

国
民
金
融



款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0203-03 受 託 手 数 料 540,189 環境衛生金融公庫からの受託手数料の収入見込額を計上

0203-01 雑 収 入 9,352 宿舎使用料収入等の収入見込額を計上

支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 事務運営に必要な経費 1,545,987 事務運営に必要な人件費及び事務費

業 務 委 託 費 831,453 業務の一部を委託する金融機関に支払う手数料

支 払 利 息 4,129 環境衛生金融公庫からの受託金に対する支払利息

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 9,176,671

0200-00 雑 収 入 586,285

0202-00 運 用 収 入

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

0202-01 運 用 収 入 29,342

0203-00 雑 収 入 556,943

0203-02 労働保険料被保
険者負担金 7,402

0203-03 受 託 手 数 料 540,189

0203-01 雑 収 入 9,352

収 入 合 計 9,762,956
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科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

支 出

01 事 業 損 金 2,381,569

11-01 役 員 給 6,660

11-02 職 員 基 本 給 928,194

11-03 職 員 諸 手 当 42,385

11-04 超 過 勤 務 手 当 91,915

11-05 退 職 手 当 81,212

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

15-06 諸 支 出 金 137,028

12-07 旅 費 37,740

13-08 業 務 諸 費 219,906

19-09 交 際 費 59

19-10 債 権 保 全 費 888

15-12 業 務 委 託 費 831,453

39-13 支 払 利 息 4,129
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国 民 金 融 公 庫

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

1. 昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における貸付金は、普通貸付、恩給担保貸付及び記名国債担保貸付として総額 96,100,000千円を予定してい

る。

2. 上記の原資としては、資金運用部資金からの借入金 11,000,000千円、小企業経営改善資金貸付のための一般会計からの借入金 9,400,000千円、貸付回収金等

75,700,000千円、計 96,100,000千円を予定している。

3. 上記のほか、昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間において環境衛生金融公庫から委託を受けて貸付けを行うことを予定している。

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 資 金 計 画

支 出

区 分 金 額(千円)

貸 付 金 96,100,000

普 通 貸 付 88,300,000

恩 給 担 保 貸 付 7,700,000

記 名 国 債 担 保 貸 付 100,000

事 業 損 金 2,381,569

事 務 費 1,545,987

業 務 委 託 費 831,453

受 託 金 支 払 利 息 4,129

翌 日 へ 現 金 預 け 金 繰 越 8,183,144

合 計 106,664,713

収 入

区 分 金 額(千円)

前 期 末 現 金 預 け 金 16,294,757

借 入 金 20,400,000

資 金 運 用 部 借 入 金 11,000,000

一 般 会 計 借 入 金 9,400,000

貸 付 回 収 金 60,200,000

普 通 貸 付 回 収 金 53,900,000

恩 給 担 保 貸 付 回 収 金 6,300,000

雑 勘 定 7,000

事 業 益 金 9,176,671

受 託 手 数 料 540,189

雑 収 入 46,096

合 計 106,664,713

(備考) 上記の資金計画には、環境衛生金融公庫から委託を受けて行う貸付金に係る収支は含まれていない。
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昭 和 52 年 度 2020 住 宅 金 融 公 庫

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 12,679,018

２ 支 出 590,937

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

款・項・目別区分並びに各目の見積の事由及び計算の基礎

款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 12,562,728 貸付金残高を基礎として利息の収入見込額を算出

0200-00 住宅融資保険料収入

0201-00 住宅融資保険料収入

0201-01 住宅融資保険料収入 40,614 最近までの住宅融資保険契約実績を勘案し収入見込額を算出

0300-00 雑 収 入 75,675

0302-00 運 用 収 入
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款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0302-01 運 用 収 入 68,500 受託金融機関に対する預託金の利息収入で、収入見込額を算出

0303-00 雑 収 入 7,176

0303-02 労働保険料被保険者
負担金

1,369 労働保険料の被保険者負担金の収入見込額を計上

0303-01 雑 収 入 5,807 職員宿舎使用料等の収入見込額を計上

支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 事務運営に必要な経費 527,093 事務運営に必要な人件費及び事務費

債券発行差金償還金及び
債券発行諸費

8,221 住宅金融公庫宅地債券の発行差金償還金及びその発行諸費

02 保 険 金 保 険 金 55,623 住宅融資保険事故の発生により金融機関に支払う保険金

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

0101-01 貸 付 金 利 息 12,562,728

0200-00 住宅融資保険料
収入

0201-00 住宅融資保険料
収入
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科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

0201-01 住宅融資保険料
収入 40,614

0300-00 雑 収 入 75,676

0302-00 運 用 収 入

0302-01 運 用 収 入 68,500

0303-00 雑 収 入 7,176

0303-02 労働保険料被保
険者負担金 1,369

0303-01 雑 収 入 5,807

収 入 合 計 12,679,018

支 出

01 事 業 損 金 535,314

11-01 役 員 給 6,745

11-02 職 員 基 本 給 269,658

11-03 職 員 諸 手 当 13,977

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

11-04 超 過 勤 務 手 当 26,925

11-05 退 職 手 当 81,463

15-06 諸 支 出 金 40,643

12-07 旅 費 49,191

13-08 業 務 諸 費 36,026

19-09 交 際 費 59

19-10 債 権 保 全 費 2,406

99-14 債券発行差金償還金 7,825

19-15 債 券 発 行 諸 費 396

02 保 険 金

99-01 保 険 金 55,623

支 出 合 計 590,937
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住 宅 金 融 公 庫

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

1. 昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における住宅資金融通事業の事業計画は、次のとおりである。

( 1 ) 貸付契約は、一般住宅資金貸付 164,118,000千円、産業労働者住宅資金貸付 149,000千円、市街地再開発住宅等資金貸付 6,994,000千円、関連公共施設

等資金貸付 598,000千円及び宅地造成資金貸付 7,406,000千円、総額 179,265,000千円を予定している。

( 2 ) 資金の貸付けは、昭和 51年度及び昭和 50年度の貸付契約金額のうち、事業計画上資金交付未済となつている 64,621,000千円を予定している。

( 3 ) 上記の原資としては、貸付回収金等 64,621,000千円を予定している。

2. 昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における住宅融資保険事業の事業計画は、保険価額の総額 8,800,000千円の 100分の 90に相当する保険金額

7,920,000千円を予定している。

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 資 金 計 画

支 出

区 分 金 額(千円)

貸 付 金 64,621,000

宅 地 債 券 償 還 金 107,893

事 業 損 金 535,314

事 務 費 527,093

債 券 発 行 差 金 償 還 金 7,825

債 券 発 行 諸 費 396

保 険 金 55,623

翌 日 へ 現 金 預 け 金 繰 越 6,852,719

合 計 72,172,549

収 入

区 分 金 額(千円)

前 期 末 現 金 預 け 金 47,204,531

貸 付 回 収 金 12,289,000

事 業 益 金 12,562,728

住 宅 融 資 保 険 料 40,614

雑 収 入 75,676

合 計 72,172,549
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昭 和 52 年 度 2030 農 林 漁 業 金 融 公 庫

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 2,198,886

２ 支 出 352,926

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

款・項・目別区分並びに各目の見積の事由及び計算の基礎

款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 2,187,587 貸付金残高を基礎として利息の収入見込額を算出

0300-00 雑 収 入 11,299

0302-00 運 用 収 入

0302-01 運 用 収 入 7,050 有価証券の運用による利息収入の収入見込額を計上

0303-00 雑 収 入 4,249

0303-02 労働保険料被保険者
負担金

1,668 労働保険料の被保険者負担金の収入見込額を計上

0303-01 雑 収 入 2,581 職員宿舎使用料等の収入見込額を計上
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支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 事務運営に必要な経費 352,926 事務運営に必要な人件費及び事務費

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 2,187,587

0300-00 雑 収 入 11,299

0302-00 運 用 収 入

0302-01 運 用 収 入 7,050

0303-00 雑 収 入 4,249

0303-02 労働保険料被保
険者負担金 1,668

0303-01 雑 収 入 2,581

収 入 合 計 2,198,886

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

支 出

01 事 業 損 金 352,926

11-01 役 員 給 6,020

11-02 職 員 基 本 給 209,938

11-03 職 員 諸 手 当 9,169

11-04 超 過 勤 務 手 当 20,961

11-05 退 職 手 当 2,800

15-06 諸 支 出 金 28,093

12-07 旅 費 15,617

13-08 業 務 諸 費 60,269

19-09 交 際 費 59
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農 林 漁 業 金 融 公 庫

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

1. 昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における貸付計画額は、 22,300,000千円を予定している。

2. 昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における資金の貸付けは、上記貸付計画額のうち 3,144,000千円及び昭和 51年度の貸付計画額のうち、事業計

画上資金交付未済となつている 30,321,000千円、計 33,465,000千円を予定している。

3. 上記の原資としては、資金運用部資金からの借入金 14,500,000千円、貸付回収金等 18,965,000千円、計 33,465,000千円を予定している。

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 資 金 計 画

支 出

区 分 金 額(千円)

貸 付 金 33,465,000

事 業 損 金

事 務 費 352,926

翌 日 へ 現 金 預 け 金 繰 越 2,211,643

合 計 36,029,569

収 入

区 分 金 額(千円)

前 期 末 現 金 預 け 金 16,163,554

借 入 金

資 金 運 用 部 借 入 金 14,500,000

貸 付 回 収 金 3,167,129

事 業 益 金 2,187,587

雑 収 入 11,299

合 計 36,029,569
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昭 和 52 年 度 2040 中 小 企 業 金 融 公 庫

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 7,691,412

２ 支 出 582,512

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

款・項・目別区分並びに各目の見積の事由及び計算の基礎

款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 7,676,508 貸付金残高を基礎として利息の収入見込額を算出

0200-00 雑 収 入 14,904

0201-00 運 用 収 入

0201-01 運 用 収 入 7,212 有価証券の運用による利息収入の収入見込額を計上

0202-00 雑 収 入 7,692

0202-02 労働保険料被保険者
負担金

2,784 労働保険料の被保険者負担金の収入見込額を計上

0202-01 雑 収 入 4,908 宿舎使用料収入等の収入見込額を計上

55中小企業金融公庫

中
小
金
融



支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 事務運営に必要な経費 582,474 事務運営に必要な人件費及び事務費

税 金 38 国税の支払

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 7,676,508

0200-00 雑 収 入 14,904

0201-00 運 用 収 入

0201-01 運 用 収 入 7,212

0202-00 雑 収 入 7,692

0202-02 労働保険料被保
険者負担金 2,784

0202-01 雑 収 入 4,908

収 入 合 計 7,691,412

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

支 出

01 事 業 損 金 582,512

11-01 役 員 給 6,290

11-02 職 員 基 本 給 350,073

11-03 職 員 諸 手 当 15,096

11-04 超 過 勤 務 手 当 35,097

11-05 退 職 手 当 5,882

15-06 諸 支 出 金 46,150

12-07 旅 費 29,312

13-08 業 務 諸 費 93,750

19-09 交 際 費 59
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科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

19-10 債 権 保 全 費 765

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

33-11 税 金 38
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中 小 企 業 金 融 公 庫

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

1. 昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における貸付金は 62,100,000千円を予定している。

2. 上記の原資としては、資金運用部資金からの借入金 13,000,000千円、貸付回収金等 49,100,000千円、計 62,100,000千円を予定している。

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 資 金 計 画

支 出

区 分 金 額(千円)

貸 付 金 62,100,000

事 業 損 金

事 務 費 582,512

翌 日 へ 現 金 預 け 金 繰 越 4,707,910

合 計 67,390,422

収 入

区 分 金 額(千円)

前 期 末 現 金 預 け 金 15,857,010

借 入 金

資 金 運 用 部 借 入 金 13,000,000

貸 付 回 収 金

公 庫 貸 付 回 収 金 30,842,000

事 業 益 金 7,676,508

雑 収 入 14,904

合 計 67,390,422
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昭 和 52 年 度 2050 北 海 道 東 北 開 発 公 庫

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 1,668,563

２ 支 出 121,916

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

款・項・目別区分並びに各目の見積の事由及び計算の基礎

款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 1,663,862 貸付金残高を基礎として利息の収入見込額を算出

0200-00 雑 収 入 4,701

0201-00 運 用 収 入

0201-01 運 用 収 入 4,050 有価証券の運用による利息収入等の収入見込額を計上

0202-00 雑 収 入 651

0202-02 労働保険料被保険者
負担金

369 労働保険料の被保険者負担金の収入見込額を計上

0202-01 雑 収 入 282 不用物品売払代等の収入見込額を計上
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支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 事務運営に必要な経費 121,916 事務運営に必要な人件費及び事務費

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 1,663,862

0200-00 雑 収 入 4,701

0201-00 運 用 収 入

0201-01 運 用 収 入 4,050

0202-00 雑 収 入 651

0202-02 労働保険料被保
険者負担金 369

0202-01 雑 収 入 282

収 入 合 計 1,668,563

支 出

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 121,916

11-01 役 員 給 5,380

11-02 職 員 基 本 給 64,267

11-03 職 員 諸 手 当 2,597

11-04 超 過 勤 務 手 当 6,775

11-05 退 職 手 当 4,768

15-06 諸 支 出 金 8,854

12-07 旅 費 11,263

13-08 業 務 諸 費 17,722

19-09 交 際 費 59

19-10 債 権 保 全 費 231
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北 海 道 東 北 開 発 公 庫

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

1. 昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における貸付金は 5,600,000千円を予定している。

2. 上記の原資としては、貸付回収金等 5,600,000千円を予定している。

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 資 金 計 画

支 出

区 分 金 額(千円)

貸 付 金 5,600,000

事 業 損 金

事 務 費 121,916

翌 日 へ 現 金 預 け 金 繰 越 4,261,686

合 計 9,983,602

収 入

区 分 金 額(千円)

前 期 末 現 金 預 け 金 6,121,266

貸 付 回 収 金 2,193,773

事 業 益 金 1,663,862

雑 収 入 4,701

合 計 9,983,602
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昭 和 52 年 度 2060 公 営 企 業 金 融 公 庫

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 37,207

２ 支 出 48,580

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

款・項・目別区分並びに各目の見積の事由及び計算の基礎

款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 100 貸付金に係る利息収入見込額を計上

0200-00 雑 収 入 37,107

0202-00 運 用 収 入

0202-01 運 用 収 入 36,661 有価証券の運用による利息収入等の収入見込額を計上

0203-00 雑 収 入 446

0203-02 労働保険料被保険者
負担金

101 労働保険料の被保険者負担金の収入見込額を計上

0203-01 雑 収 入 345 職員宿舎使用料の収入見込額を計上
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支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 事務運営に必要な経費 32,902 事務運営に必要な人件費及び事務費

債 券 発 行 諸 費 15,678 公営企業債券の発行諸費

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 100

0200-00 雑 収 入 37,107

0202-00 運 用 収 入

0202-01 運 用 収 入 36,661

0203-00 雑 収 入 446

0203-02 労働保険料被保
険者負担金 101

0203-01 雑 収 入 345

収 入 合 計 37,207

支 出

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 48,580

11-01 役 員 給 4,055

11-02 職 員 基 本 給 17,356

11-03 職 員 諸 手 当 1,002

11-04 超 過 勤 務 手 当 1,861

11-05 退 職 手 当 239

15-06 諸 支 出 金 2,367

12-07 旅 費 725

13-08 業 務 諸 費 5,238

19-09 交 際 費 59

19-12 債 券 発 行 諸 費 15,678
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公 営 企 業 金 融 公 庫

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

1. 昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における貸付金は 26,000,000千円を予定している。

2. 上記の原資としては、公営企業債券の発行による収入等 26,000,000千円を予定している。

3. 昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間において、農林漁業金融公庫から委託を受けて行う公有林整備及び草地開発のための貸付契約額は 900,000千円

を予定している。

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 資 金 計 画

支 出

区 分 金 額(千円)

貸 付 金 26,000,000

事 業 損 金 48,580

事 務 費 32,902

債 券 発 行 諸 費 15,678

翌 日 へ 現 金 預 け 金 繰 越 2,094,723

合 計 28,143,303

収 入

区 分 金 額(千円)

前 期 末 現 金 預 け 金 15,206,096

公 営 競 技 納 付 金 900,000

公 営 企 業 債 券 12,000,000

事 業 益 金 100

雑 収 入 37,107

合 計 28,143,303

(注) 農林漁業金融公庫から委託を受けて行う公有林整備及び草地開発のための貸付金に係る収支は含まれていない。

65公営企業金融公庫

公
営
金
融



昭 和 52 年 度 2070 中 小 企 業 信 用 保 険 公 庫

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 1,427,113

２ 支 出 3,364,985

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

款・項・目別区分並びに各目の見積の事由及び計算の基礎

款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 153 貸付金残高を基礎として利息の収入見込額を算出

0200-00 保 険 料 収 入

0201-00 保 険 料 収 入

0201-01 保 険 料 収 入 462,197 最近までの収入実績を勘案し引受保険金額を基礎として収入見込額を算出

0300-00 回 収 金

0301-00 回 収 金
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款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0301-01 回 収 金 963,689 最近までの支払保険金に係る回収実績を基礎として回収見込額を算出

0500-00 雑 収 入

0501-00 雑 収 入 1,074

0501-02 労働保険料被保険者
負担金

594 労働保険料の被保険者負担金の収入見込額を計上

0501-01 雑 収 入 480 不用物品売払代等の収入見込額を計上

支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 事務運営に必要な経費 119,143 事務運営に必要な人件費及び事務費

02 保 険 金 保 険 金 3,245,842 ｢中小企業信用保険法｣及び｢中小企業信用保険臨時措置法｣に基づく支払保険金

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 153

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

0200-00 保 険 料 収 入

0201-00 保 険 料 収 入

0201-01 保 険 料 収 入 462,197

0300-00 回 収 金
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科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

0301-00 回 収 金

0301-01 回 収 金 963,689

0500-00 雑 収 入

0501-00 雑 収 入 1,074

0501-02 労働保険料被保
険者負担金 594

0501-01 雑 収 入 480

収 入 合 計 1,427,113

支 出

01 事 業 損 金 119,143

11-01 役 員 給 4,610

11-02 職 員 基 本 給 74,329

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

11-03 職 員 諸 手 当 4,923

11-04 超 過 勤 務 手 当 7,511

11-05 退 職 手 当 3,190

15-06 諸 支 出 金 7,448

12-07 旅 費 1,506

13-08 業 務 諸 費 15,567

19-09 交 際 費 59

02 保 険 金

99-01 保 険 金 3,245,842

支 出 合 計 3,364,985
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中 小 企 業 信 用 保 険 公 庫

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

1. 昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における保険事業の包括保証保険の保険引受額は 226,800,000千円を予定している。

2. 昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における融資事業の事業計画は、次のとおりである。

( 1 ) 信用保証協会に対する貸付額は 100,000千円を予定している。

( 2 ) 上記の原資としては、貸付回収金 100,000千円を予定している。

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 資 金 計 画

支 出

区 分 金 額(千円)

貸 付 金 100,000

保 険 金 3,245,842

事 業 損 金

事 務 費 119,143

翌 日 へ 現 金 預 け 金 繰 越 31,767,705

合 計 35,232,690

収 入

区 分 金 額(千円)

前 期 末 現 金 預 け 金 33,705,577

貸 付 回 収 金 100,000

貸 付 金 利 息 153

保 険 料 収 入 462,197

回 収 金 963,689

雑 収 入 1,074

合 計 35,232,690
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昭 和 52 年 度 2080 医 療 金 融 公 庫

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 1,151,409

２ 支 出 109,390

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

款・項・目別区分並びに各目の見積の事由及び計算の基礎

款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 1,147,394 貸付金残高を基礎として利息の収入見込額を算出

0200-00 雑 収 入 4,015

0202-00 運 用 収 入

0202-01 運 用 収 入 3,575 有価証券の運用による利息収入等の収入見込額を計上

0203-00 雑 収 入 440

0203-02 労働保険料被保険者
負担金

193 労働保険料の被保険者負担金の収入見込額を計上

0203-01 雑 収 入 247 職員宿舎使用料等の収入見込額を計上
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支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 事務運営に必要な経費 109,390 事務運営に必要な人件費及び事務費

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 1,147,394

0200-00 雑 収 入 4,015

0202-00 運 用 収 入

0202-01 運 用 収 入 3,575

0203-00 雑 収 入 440

0203-02 労働保険料被保
険者負担金 193

0203-01 雑 収 入 247

収 入 合 計 1,151,409

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

支 出

01 事 業 損 金 109,390

11-01 役 員 給 4,055

11-02 職 員 基 本 給 32,817

11-03 職 員 諸 手 当 2,349

11-04 超 過 勤 務 手 当 3,380

11-05 退 職 手 当 45,771

15-06 諸 支 出 金 4,967

12-07 旅 費 4,316

13-08 業 務 諸 費 11,676

19-09 交 際 費 59
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医 療 金 融 公 庫

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

1. 昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における貸付契約額は、 3,400,000千円を予定している。

2. 昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における資金の貸付けは、上記貸付契約額 3,400,000千円のうち 900,000千円及び昭和 51年度の貸付契約額のう

ち、事業計画上資金交付未済となつている 2,400,000千円、計 3,300,000千円を予定している。

3. 上記の原資としては、貸付回収金等 3,300,000千円を予定している。

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 資 金 計 画

支 出

区 分 金 額(千円)

貸 付 金 3,300,000

事 業 損 金

事 務 費 109,390

翌 日 へ 現 金 預 け 金 繰 越 1,879,973

合 計 5,289,363

収 入

区 分 金 額(千円)

前 期 末 現 金 預 け 金 2,941,382

貸 付 回 収 金 1,196,572

事 業 益 金 1,147,394

雑 収 入 4,015

合 計 5,289,363
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昭 和 52 年 度 2090 環 境 衛 生 金 融 公 庫

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 1,469,874

２ 支 出 564,297

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

款・項・目別区分並びに各目の見積の事由及び計算の基礎

款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 1,465,497 貸付金残高を基礎として利息の収入見込額を算出

0200-00 雑 収 入 4,377

0203-00 運 用 収 入

0203-01 運 用 収 入 40 有価証券の運用による利息収入等の収入見込額を計上

0202-00 雑 収 入 4,337

0202-02 労働保険料被保険者
負担金

98 労働保険料の被保険者負担金の収入見込額を計上

0202-01 雑 収 入 4,239 委託金融機関から受け入れる交付金利息等の収入見込額を計上
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支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 事務運営に必要な経費 24,108 事務運営に必要な人件費及び事務費

業 務 委 託 費 540,189 業務の一部を委託する金融機関に支払う手数料

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 1,465,497

0200-00 雑 収 入 4,377

0203-00 運 用 収 入

0203-01 運 用 収 入 40

0202-00 雑 収 入 4,337

0202-02 労働保険料被保
険者負担金 98

0202-01 雑 収 入 4,239

収 入 合 計 1,469,874

支 出

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 564,297

11-01 役 員 給 3,415

11-02 職 員 基 本 給 12,203

11-03 職 員 諸 手 当 708

11-04 超 過 勤 務 手 当 1,343

11-05 退 職 手 当 988

15-06 諸 支 出 金 2,094

12-07 旅 費 364

13-08 業 務 諸 費 2,934

19-09 交 際 費 59

35-12 業 務 委 託 費 540,189
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環 境 衛 生 金 融 公 庫

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

1. 昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における貸付金は総額 8,600,000千円を予定している。

2. 上記の原資としては、貸付回収金等 8,600,000千円を予定している。

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 資 金 計 画

支 出

区 分 金 額(千円)

貸 付 金 8,600,000

事 業 損 金 564,297

事 務 費 24,108

業 務 委 託 費 540,189

翌 日 へ 現 金 預 け 金 繰 越 554,382

合 計 9,718,679

収 入

区 分 金 額(千円)

前 期 末 現 金 預 け 金 3,719,280

貸 付 回 収 金 4,529,525

事 業 益 金 1,465,497

雑 収 入 4,377

合 計 9,718,679
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昭 和 52 年 度 2100 沖 縄 振 興 開 発 金 融 公 庫

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 542,138

２ 支 出 14,243

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

款・項・目別区分並びに各目の見積の事由及び計算の基礎

款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 524,000 貸付金残高を基礎として利息の収入見込額を算出

0200-00 雑 収 入 18,138

0201-00 運 用 収 入

0201-01 運 用 収 入 18,123 有価証券の運用による利息収入等の収入見込額を計上

0202-00 雑 収 入

0202-01 雑 収 入 15 保証料の収入見込額を計上
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支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 事務運営に必要な経費 14,243 事務運営に必要な事務費

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金

0101-01 貸 付 金 利 息 524,000

0200-00 雑 収 入 18,138

0201-00 運 用 収 入

0201-01 運 用 収 入 18,123

0202-00 雑 収 入

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

0202-01 雑 収 入 15

収 入 合 計 542,138

支 出

01 事 業 損 金 14,243

12-07 旅 費 1,159

13-08 業 務 諸 費 13,025

19-09 交 際 費 59
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沖 縄 振 興 開 発 金 融 公 庫

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における事業計画は、次のとおりである。

( 1 ) 貸付契約は、産業開発資金貸付 1,200,000千円、中小企業等資金貸付 1,500,000千円、住宅資金貸付 1,700,000千円、農林漁業資金貸付 500,000千円、

医療・環境衛生資金貸付 200,000千円、総額 5,100,000千円を予定している。

( 2 ) 資金の貸付けは、上記契約金額のうち 1,079,000千円、昭和 50年度の貸付契約金額のうち 108,000千円、昭和 51年度の貸付契約金額のうち 3,534,000

千円、計 4,721,000千円を予定している。

( 3 ) 上記の原資としては、貸付回収金等 4,721,000千円を予定している。

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 資 金 計 画

支 出

区 分 金 額(千円)

貸 付 金 4,721,000

事 業 損 金

事 務 費 14,243

翌 日 へ 現 金 預 け 金 繰 越 11,870,923

合 計 16,606,166

収 入

区 分 金 額(千円)

前 期 末 現 金 預 け 金 14,766,028

貸 付 回 収 金 1,298,000

事 業 益 金 524,000

雑 収 入 18,138

合 計 16,606,166

(備考) 上記の資金計画には、雇用促進事業団及び年金福祉事業団から委託を受けて行う貸付金に係る収支は含まれていない。
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昭 和 52 年 度 3010 日 本 開 発 銀 行

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 9,106,771

２ 支 出 1,620,784

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

款・項・目別区分並びに各目の見積の事由及び計算の基礎

款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金 9,085,826

0101-01 貸 付 金 利 息 9,071,442 貸付金残高を基礎として利息の収入見込額を算出

0101-02 保 証 料 14,384 保証債務残高を基礎として保証料の収入見込額を算出

0200-00 雑 収 入 20,945

0202-00 運 用 収 入

0202-01 運 用 収 入 14,420 有価証券の運用による利息収入等の収入見込額を計上

0203-00 雑 収 入 6,525
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款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0203-02 労働保険料被保険者
負担金

1,559 労働保険料の被保険者負担金の収入見込額を計上

0203-01 雑 収 入 4,966 不用物品売払代等の収入見込額を計上

支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 事務運営に必要な経費 466,319 事務運営に必要な人件費及び事務費

業 務 委 託 費 6,648 業務の一部を委託する金融機関に支払う手数料

支 払 利 息 1,147,817 産業投資特別会計からの借入れ等に伴う支払利息

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金 9,085,826

0101-01 貸 付 金 利 息 9,071,442

0101-02 保 証 料 14,384

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

0200-00 雑 収 入 20,945

0202-00 運 用 収 入

0202-01 運 用 収 入 14,420

0203-00 雑 収 入 6,525

0203-02 労働保険料被保
険者負担金 1,559
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科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

0203-01 雑 収 入 4,966

収 入 合 計 9,106,771

支 出

01 事 業 損 金 1,620,784

11-01 役 員 給 8,820

11-02 職 員 基 本 給 267,701

11-03 職 員 諸 手 当 18,760

11-04 超 過 勤 務 手 当 32,472

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

11-05 退 職 手 当 5,853

15-06 諸 支 出 金 35,067

12-07 旅 費 13,851

13-08 業 務 諸 費 83,676

19-09 交 際 費 119

15-11 業 務 委 託 費 6,648

99-12 支 払 利 息 1,147,817
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日 本 開 発 銀 行

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

1. 日本開発銀行の昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における貸付の対象は、都市開発、地方開発、国民生活改善等とし、貸付金額は 34,400,000千

円を予定している。

2. 上記の原資としては、自己資金 34,400,000千円を予定している。
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昭 和 52 年 度 3020 日 本 輸 出 入 銀 行

甲号 収入支出暫定予算予定計算書

区 分 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

１ 収 入 9,789,188

２ 支 出 214,865

〔収入支出暫定予算予定額内訳〕

収 入

款・項・目別区分並びに各目の見積の事由及び計算の基礎

款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金 9,764,574

0101-01 貸 付 金 利 息 9,754,908 貸付金残高を基礎として利息の収入見込額を算出

0101-02 保 証 料 9,666 保証債務残高を基礎として保証料の収入見込額を算出

0200-00 雑 収 入 24,614

0201-00 運 用 収 入

0201-01 運 用 収 入 22,504 有価証券の運用による利息収入等の収入見込額を計上

0202-00 雑 収 入 2,110
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款 ・ 項 ・ 目 昭和52年度暫定予算 見 積 の 事 由 及 び 計 算 の 基 礎予 定 額(千円)

0202-02 労働保険料被保険者
負担金

628 労働保険料の被保険者負担金の収入見込額を計上

0202-01 雑 収 入 1,482 受託手数料収入等の収入見込額を計上

支 出

事 項 別 内 訳

項 事 項 昭和52年度暫定予算 説 明予 定 額(千円)

01 事 業 損 金 事務運営に必要な経費 214,256 事務運営に必要な人件費及び事務費

業 務 委 託 費 609 業務の一部を委託する金融機関に支払う手数料等

収 入 支 出 暫 定 予 算 予 定 額 科 目 別 表

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

収 入

0100-00 事 業 益 金

0101-00 事 業 益 金 9,764,574

0101-01 貸 付 金 利 息 9,754,908

0101-02 保 証 料 9,666

0200-00 雑 収 入 24,614

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

0201-00 運 用 収 入

0201-01 運 用 収 入 22,504

0202-00 雑 収 入 2,110

0202-02 労働保険料被保
険者負担金 628

0202-01 雑 収 入 1,482

収 入 合 計 9,789,188
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科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

支 出

01 事 業 損 金 214,865

11-01 役 員 給 6,825

11-02 職 員 基 本 給 107,792

11-03 職 員 諸 手 当 21,061

11-04 超 過 勤 務 手 当 13,265

科 目 昭和52年度暫定予算
予 定 額(千円)

11-05 退 職 手 当 2,126

15-06 諸 支 出 金 14,165

12-07 旅 費 8,727

13-08 業 務 諸 費 40,176

19-09 交 際 費 119

15-11 業 務 委 託 費 609
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日 本 輸 出 入 銀 行

昭 和 52 年 度 暫 定 予 算 事 業 計 画

1. 日本輸出入銀行の昭和 52年 4月 1日から 4月 16日までの期間における業務は、設備等の輸出、技術の提供、重要物資の輸入、海外投資及び海外事業等の

ために必要な資金の貸付等であり、貸付の金額は 51,400,000千円を予定している。

2. 上記の原資としては、自己資金 51,400,000千円を予定している。
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